
冒
頭
、
倉
掛
自
治
連
合
会
の

片
岡
秀
憲
会
長
が
「
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
訓
練
を
行
う
か
否
か
検

討
し
ま
し
た
が
、
豪
雨
災
害
等

も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
開
催

に
踏
み
切
り
ま
し
た
」
な
ど
と

挨
拶
。

続
い
て
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
～
そ
の
時
何
が
起
こ
る
の

か
？
～
」
と
「
豪
雨
災
害
」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
。
川
相
勝
防
災

士
（
倉
掛
自
治
連
合
会
）
が

「
近
年
の
自
然
災
害
は
巨
大
化

す
る
傾
向
に
あ
り
、
避
難
意
識

を
新
た
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

と
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
訴
え
る

と
と
も
に
、
知
っ
て
お
け
ば
便

利
な
防
災
用
品
を
紹
介
し
た
。

井
原
分
団
第
３
部
指
導
に
よ
る

水
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火

の
体
験
も
あ
っ
た
。

最
後
は
つ
ど
え
～
る
１
階
で

の
火
災
発
生
を
想
定
し
た
消
防

訓
練
を
実
施
。
２
階
に
い
た
人

た
ち
は
倉
掛
公
民
館
に
設
置
さ

れ
て
い
る
避
難
袋
を
延
ば
し
、

北
側
駐
車
場
へ
滑
り
降
り
た
。

鬼
祭
り
で
知
ら
れ
る
井
原
町

秋
季
大
祭
が
10
月
25
日
、
執
り

行
わ
れ
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
の
観
点
か
ら
、
郷
社
足
次
山

神
社
で
は
午
前
10
時
か
ら
山
室

晶
史
宮
司
に
よ
る
祭
典
の
み
が

本
殿
で
行
わ
れ
、
総
代
や
敬
神

会
関
係
者
ら
が
出
席
。
例
年
、

区
当
番
が
担
当
す
る
備
中
神
楽

の
奉
納
舞
い
は
中
止
さ
れ
た
。

そ
の
一
方
、
検
討
を
重
ね
た

倉
掛
少
年
団
と
倉
掛
夏
目
有
志

ら
は
祭
り
当
日
、
密
を
避
け
る

形
で
み
こ
し
を
繰
り
出
す
こ
と

に
。
郷
社
で
道
中
祈
願
の
お
祓

い
を
受
け
、
午
前
９
時
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
出
発
し
た
。

先
導
車
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

流
れ
る
祭
り
ば
や
し
と
「
わ
っ

し
ょ
い
わ
っ
し
ょ
い
」
の

掛
け
声
は
、
事
前
に
準
備

し
た
録
音
。
そ
れ
で
も
地

元
住
民
ら
は
、
一
行
が
や

っ
て
く
る
と
玄
関
先
で
温

か
く
出
迎
え
た
。

倉
掛
少
年
団
の
西
山

麗
乃
亜
団
長
は
「
地
元
の

皆
さ
ん
の
励
ま
し
を
も

ら
い
、
い
い
思
い
出
に
な

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

倉
掛
少
年
団
と
同
育
成
会
が

10
月
11
日
、
倉
掛
公
園
と
小
田

川
土
手
の
草
刈
り
作
業
を
実
施

し
た
。

午
前
８
時
に
倉
掛
公
園
に
集

合
し
た
団
員
ら
約
40
人
は
、
西

山
加
菜
育
成
会
長
の
注
意
を
聞

き
、
落
ち
葉
な
ど
を
袋
に
入
れ

る
作
業
な
ど
を
、
ま
た
、
男
性

の
育
成
会
員
の
多
く
は
小
田
川

土
手
の
草
刈
り
を
行
っ
た
。

こ
の
日
は
倉
掛
自
治
連
合
会

役
員
の
助
っ
人
も
あ
り
、
と
も

に
汗
を
流
し
た
。
（
写
真
上
＝

倉
掛
公
園
で
の
清
掃
作
業
）

井
原
町
秋
季
大
祭
前
の
10
月

17
日
と
18
日
、
郷
社
足
次
山
神

社
の
当
番
祭
が
行
わ
れ
た
。

17
日
は
新
講
の
中
組
（
相
当

番
・
山
岡
弘
幸
さ
ん
）
と
新
講

西
組
（
大
当
番
・
柳
本
勝
利
さ

ん
）
が
宮
上
り
。
翌
18
日
は
区

当
番
（
夏
目
地
区
・
佐
藤
正
喜

さ
ん
）
と
新
講
東
組
（
相
当

番
・
倉
橋
誠
さ
ん
）
の
そ
れ
ぞ

れ
５
～
７
人
が
太
鼓
を
打
ち
鳴

ら
し
な
が
ら
郷
社
へ
宮
上
り
。

拝
殿
へ
大
し
め
縄
を
毎
年
奉

納
し
て
い
る
新
講
（
倉
夏
で
約

30
軒
）
だ
が
、
近
頃
で
は
自
力

に
よ
る
稲
わ
ら
の
調
達
が
困

難
。
後
継
者
不
足
も
否
め
ず
、

講
員
は
年
々
減
り
、
存
続
は
危

う
い
と
の
見
方
も
あ
る
。

こ
の
た
め
、
神
楽
を
担
当
す

る
区
当
番
と
新
講
を
一
体
化
す

る
こ
と
の
検
討
が
総
代
会
及
び

敬
神
会
で
始
ま
っ
て
い
る
。
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〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／片岡秀憲

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

コ
ロ
ナ
禍
の
井
原
町
秋
季
大
祭

録
音
で
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

区
当
番
と
新
講

一
体
化
へ
動
き

 若林恵美子(101)２ 組

 山岡 許恵(97)17 組

 小林八重子(97)13-1組

 大久保政子(97)８ 組

 川相 良子(96)５-2組

 倉橋 正美(95)13-2組

 佐能 千年(95)16 組

 山岡 光子(95)７ 組

 和田 克巳(94)18-1組

 遠藤 生三(94)８ 組

 片岡 瀧子(93)11 組

 倉橋 昭二(93)７ 組

 橋本 照子(93)11 組

 細羽美津子(93)５-2組

 若林智和子(92)10 組

 丸山 澄子(92)18-2組

 和田 静子(92)18-1組

 濱田 晃(91)18-1組

 渡邉 静惠(91)５-1組

 江草 武司(91)15-2組

 山岡八重子(91)８ 組

 野宮 誠(90)18-3組

 森 梅子(90)18-2組

 川相 肇(90)１ 組

 高橋 敏子(90)３ 組

 宮本 文子(89)３ 組

 濱田 和子(89)16 組

 川上 康男(89)16 組

 遠藤 幸子(88)８ 組

 倉橋 喜久(88)６ 組

10月26日現在 敬称略

《倉掛ご長寿番付》

倉
掛
自
治
連
合
会
及
び
井
原
市
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
共
催
に
よ
る
総
合
防
災
訓
練
が
つ
ど
え
～
る
で
10
月

10
日
午
後
、
約
50
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

少
年
団
が
公
園
と
土
手
清
掃

倉掛自治連＆つどえ～る

総

合

防

災

訓

練

住
民

50
人
が
参
加

水消火器を使った訓練には少年団員も参加＝つどえ～る

倉掛夏目有志のみこし＝倉掛１２-２組



倉
掛
山
岳
同
好
会
が
９
月
13

日
、
高
知
県
と
愛
媛
県
に
跨
る

日
本
３
大
カ
ル
ス
ト
の
一
つ
、

四
国
カ
ル
ス
ト
散
策
ツ
ア
ー
を

実
施
し
13
人
が
参
加
し
た
。

午
前
６
時
30
分
に
つ
ど
え
～

る
を
出
発
し
た
バ
ス
は
し
ま
な

み
海
道
を
経
由
し
て
四
国
へ
渡

り
、
今
治
～
松
山
を
通
っ
て
午

前
11

時
30

分
に
天
狗
荘
へ
到

着
。
地
元
ガ
イ
ド
の
案
内
で
約

１
時
間
、
標
高
１
４
０
０
ｍ
の

高
原
散
策
を
楽
し
ん
だ
。

昼
食
後
、
松
山
市
ま
で
戻
っ

て
道
後
温
泉
本
館
で
疲
れ
を
癒

し
、
午
後
８
時
過
ぎ
に
無
事
井

原
へ
戻
っ
た
。

倉
掛
少
年
団
育
成
会
主
催
の

三
世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
が
郷
社
足
次
山
神
社
境
内
で

９
月
20
日
、
好
天
の
下
で
開
か

れ
、
少
年
団
員
・
育
成
会
員
・

サ
ロ
ン
あ
す
は
の
関
係
者
約
50

人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

広
い
境
内
に
八
つ
の
ゴ
ー
ル

ポ
ス
ト
が
置
か
れ
た
各
ホ
ー
ル

は
、
距
離
や
障
害
物
が
そ
れ
ぞ

れ
に
違
っ
て
ユ
ニ
ー
ク
。

西
山
加
菜
育
成
会
長
の
開
会

挨
拶
に
続
い
て
午
前
９
時
過
ぎ

に
８
グ
ル
ー
プ
が
同
時
ス
タ
ー

ト
し
、
参
加
者
は
樹
木
や
石
碑

な
ど
、
境
内
に
点
在
す
る
障
害

物
を
避
け
な
が
ら
和
や
か
に
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
だ
。
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11/ 1  井原分団第３部試運転日

11/ 8  井原分団秋季防火デー
※式典＆放水訓練

11/ 9  倉掛少年団夜警活動出発式
19：00～ つどえ～る

11/15  倉掛少年団資源回収
※別記参照

11/15  欅の杜 杜の市＆鳥と遊ぼう
11/15  七五三（郷社足次山神社）

※別記参照

11/21  倉掛自治連合会・役員会

12/ 6  井原分団第３部試運転日

12/ 6  倉掛少年団クリスマス会
12/ 6  郷社足次山神社一斉清掃

12/19  ＳＤＧs講演会

13：30～ つどえ～る

12/20  正月しめ飾り作り方教室

9：30～ つどえ～る

12/28  つどえ～る仕事納め

12/29  郷社元旦祭準備＆一斉清掃

12/31  郷社足次山神社越年祈願祭

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

※つどえ～るカフェ（祝日休み）

現在休止中です

※つどえ～る金曜朝市

現在休止中です

と き：１１月 ８日 9：00～15：00

１１月１４日 9：00～15：00

１１月１５日 9：00～15：00

受 付：郷社足次山神社拝殿

連絡先：山室 晶史宮司 ７２－１４３８

大久保克朗総代 ６２－０４２８

川相 登副総代 ６２－３４７６

と き：１１月１５日 8：30～12：00

少雨決行 ※予備日11月22日

回収品：紙類（新聞紙・雑誌・ダンボール紙

・牛乳パック）

びん類（ビールびん・酒びん）

缶類（アルミ缶・スチール缶）

「少年団員らが回りますので、午前８時３０分ま

でに分かりやすいところへ出しておいて下さい」

倉 掛 ほ っ と 情 報
■郷社足次山神社七五三祈願祭

本
年
度
、
総
務
部
長
を
仰
せ
つ
か

っ
た

14
組
の
川
相
で
す
。
平
成

28

年
に
役
員
の
引
き
受
け
手
が
い
な
い

と
い
う
事
で
、
仕
方
な
し
に
引
き
受

け
た
連
合
会
役
員
も
早
い
も
の
で
３

期
５
年
目
と
な
り
、
十
分
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
そ
ろ
そ

ろ
・
・
・
っ
と
秋
の
夜
長
に
思
う
今

日
こ
の
頃
で
す
。

さ
て
、
見
出
し
の
新
た
な
趣
味
で
す

が
、
７
月
上
旬
に
テ
レ
ビ
で
ペ
ン
キ

の
缶
ス
プ
レ
ー
で
宇
宙
空
間
的
な
絵

を
数
分
で
描
い
て
し
ま
う
ス
プ
レ
ー

ア
ー
ト
と
い
う
も
の
を
見
て
し
ま

い
、
私
は
絵
を
描
く
の
は
苦
手
で
す

が
単
細
胞
な
の
で
「
わ
し
に
も
出
来

そ
ぉ
な
な
ぁ
」
っ
て
思
い
ま
し
た
。

後
日
パ
ソ
コ
ン
で
ポ
チ
ッ
っ
と
検
索

し
て
み
る
と
画
像
に
動
画
に
と
情
報

が
て
ん
こ
盛
り
で
し
た
。
そ
の
中

で
、
「
百
均
で
始
め
る
ス
プ
レ
ー
ア

ー
ト
」
な
ど
と
心
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う

な
見
出
し
が
あ
っ
た
の
で
、
迷
わ
ず

視
聴
！
も
の
の
数
分
で
白
黒
の
モ
ノ

ト
ー
ン
の
宇
宙
が
完
成
。
「
や
っ
ぱ

り
わ
し
に
も
出
来
る
！
」
と
早
々
に

百
均
に
行
っ
て
、
白
と
黒
の
ス
プ
レ

ー
缶
な
ど
の
材
料
を
買
い
、
に
わ
か

ス
プ
レ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
変
身
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
た
よ
う
に
や
っ

て
み
る
と
意
外
と
簡
単
に
出
来
て
し

ま
い
、
デ
ビ
ュ
ー
作
に
し
て
は
ま
ぁ

ま
ぁ
じ
ゃ
な
っ
と
自
己
満
足
の
世
界

に
ど
っ
ぷ
り
ひ
た
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
後
は
調
子
に
の
っ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
色
ん
な
画
像
を
見
て

自
分
な
り
に
ア
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
描

い
て
い
て
、
「
く
そ
ー
、
思
う
よ
う

に
い
か
ん
な
ぁ
」
っ
て
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
今
で
は
写
真
に
撮
れ

ば
見
れ
る
程
度
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
、
も
う
少
し
の
間
は
ス
プ
レ
ー

ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

コい

ーき

ナい

ーき

倉掛自治連合会

総務部長 川 相 勝

～コロナ禍での
新たな趣味～

道

後

温

泉

で

疲

れ

癒

す

♨

岡本さん 総合優勝郷
社
で
３
世
代
Ｇ
Ｇ

元
気
よ
く
プ
レ
ー
す
る
参
加
者
の
年
代
も
様
々
。

円
内
は
総
合
で
も
優
勝
し
た
岡
本
哲
二
さ
ん

≪グラウンドゴルフ成績表≫

氏 名 所属 １Ｒ２Ｒ 計

① 村上 廉 少年団 ３１２６５７

② 西山麗乃亜 〃 ３２３２６４

③ 花本葉久実 〃 ３２３３６５

④ 瀬藤 雛花 〃 ３４３３６７

⑤ 川相 佑充 〃 ３８２９６７

① 村上 達也 育成会 ２２２５４７

② 松田 勉 〃 ２６２８５４

③ 坂野 武志 〃 ２９２７５６

④ 河合 季久 〃 ３０２７５７

④ 川相 謙治 〃 ３０２８５８

① 岡本 哲二 サロン ２１２３４４

② 田原耕太郎 〃 ２５２３４８

③ 妹尾 紀子 〃 ２２２６４８

④ 井上 純志 〃 ２２２７４９

⑤ 山岡 節子 〃 ２４２６５０

ホールインワン（各１回）

倉掛
３組

村上 廉 少 岡本 哲二 サ

松田果那子 少 関戸智津子 サ

谷 千紗子 育 田中 博 サ

川相 直子 育 田原耕太郎 サ

山岡由紀恵 サ

■倉掛少年団資源回収（11/15)


